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８ 病 第 １ ０ ２ ０ 号

平成１８年 ７月２６日

各農業改良普及センター所長 様

各農業協同組合長 (営農担当者 ) 様

各関係機関長・団体長 様

京都府 病害虫防除所長

（ 公 印 省 略 ）

病害虫発生予察情報につい て

下記のとおり発表しましたので 送付します。

─────────────── ──────────────── ───────

病害虫発生予報第６号（８月）

予報の概要

作物名 病害虫名 予想 発生量 作物名 病害虫名 予想発生量

＜ 平 年 比 （ 前 年 比 ） ＞ ＜ 平 年 比 （ 前 年 比 ） ＞

や や 山 城 や や 多 (や や 多 )穂いもち 並 ( 多 ) もち病

紋枯病 ( 並 (並 )並 ～ や や 多 や や 多 ) 丹 波

や や 少 (山 城 ： や や 少 )ニカメイチュウ 並 (並 ) 炭そ病

(丹 波 ： や や 多 )セジロウンカ 並 (や や少 )

トビイロウンカ 並 (並 ) ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 並 (少 )山 城

丹 波 や や 多 (や や 少 )イネ ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 並 (並 ) チャ

斑点米 ｶﾒﾑｼ類 多 ( 多 ) チャノホソガ 並 (やや少 )や や

コブノメイガ 並 (や や少 ) カンザワハダニ 多 (多 )山 城

並 (並 )丹 波

(山 城 並 )ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞ ｲ 並

(丹 波 少 )

山 城 や や 多 （ 並 ）カメムシ類 並 (や や多 ) ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

ダイズ サヤムシガ類 多 (や や多 ) 多 (並）丹 波

ハスモンヨトウ 並 (や や少 )

ハダニ類 並 (や や多 ) 病 (果菜類 ) (並 )う ど ん こ 並 ～ や や 多

べと病 (ｷｭｳﾘ) 並 (やや少 )

アズキ ハスモンヨトウ 並 (や や少 ) 褐斑病 (ｷｭｳﾘ) 並 (少 )

(や や 多 )ハダニ類 並 (や や多 ) 炭そ病 (ｷｭｳﾘ) やや多

(や や 少 )斑点細菌病 やや少

ナシ黒斑病 少 (並 ) 野菜 (ﾄｳｶﾞﾗｼ､ｷｭｳﾘ )

(や や 少 )ブドウべと病 並 (並 ) ハダニ類 やや少

カキ炭そ病 並 (並 ) ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 並 (やや少 )

果樹 カキうどんこ病 並 (や や多 ) (ﾄﾏﾄ､ｷｭｳﾘ､ﾅｽ )

ｶﾒﾑｼ類 (果樹 ) 多 (多 ） ｱｻﾞﾐｳﾏ類 ( ) 並 (並 )全 般 果 菜 類

ハダニ類 ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ(ﾈｷﾞ ) 並 (やや少 )やや多 （ や や 多 ）

ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 並 (やや多 )

ハスモンヨトウ 並 (やや少 )
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Ⅰ 用語の定義

１ 半旬のとり方

第 1半旬 第 2半 旬 第 3半旬 第 4半旬 第 5半旬 第 6半旬

各月の 1～ 5 6～ 1 0 11～ 15 16～ 20 21～ 25 26～最終

日 日 日 日 日 日

－－－病害虫の発生程 度と広がりの両面を加味したものを いう。２ 発生量

－－－ 程度は甚、多、中、少、無の５段階 に分ける。３ 発生及び被害等の程度

それぞれの病害虫の基準については 各作物の項参照。

－－－原則として過去 10か年の平均とする。４ 平年値

データが 10年に 満たない場合は例年値とする。

５ 平年値との比較

１）時期

平年並 平年値を中心と して前後２日以内

やや早い 平年値より３～ ５日早い

やや遅い 平年値より３～ ５日遅い

早い 平年値より６日 以上早い

遅い 平年値より６日 以上遅い

２）量（発生量、発生面積等）

平年並 平年値並の発生 で 10年間に４回は発生する程度の普 通の量

やや多い ｢平年並 ｣より発 生が多く、 10年間に２回程度の頻度 で発生する量

やや少ない ｢平年並 ｣より発 生が少なく、 10年間に２回程度の頻 度で発生する量

多い ｢やや多い ｣より 多く、 10年間に１回程度しか発生し ない量

少ない ｢やや少ない ｣よ り少なく、 10年間に１回程度しか発 生しない量

－農 薬の使用にあたっては使用基準を遵 守すること－
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Ⅱ 近畿地方１か月予報

（７月２２日から８月２１日までの天候見通し）

平成 １８年７月２１日

大阪 管区気象台 発表

＜予想される向こう１か月の天候 ＞

向こう１か月の出現の可能性が 最も大きい天候は以下のとおりです 。

平年と同様に晴れの日が多い見 込みですが、はじめは曇りや雨の日 が多いでしょう。

向こう１か月の気温は平年並ま たは高いでしょう。降水量と日照時 間は共に平年並の見

込みです。

週別の気温は、１週目は平年並 、２週目と３～４週目は共に平年並 または高いでしょう。

＜向こう１か月の気温、降水量、 日照時間の各階級の確率（％）＞

低 い（少ない） 平年並 高い （多い）

気 温 ２０ ４０ ４０

降 水 量 近畿地方 ３０ ４０ ３０

日照時間 ３０ ４０ ３０

Ⅲ お知らせ

※残留農薬基準等のポジティブ リスト制度導入に伴う農薬適正使用 の徹底について

平成１８年５月29日より食品衛生法にポジテ ィブリスト制度が導入され、いまま で

残留基準値が定められていな かった農薬にも新たに国際基準等を 参考として暫定的な

基準値が設定されるとともに 、基準値が設定されていない場合に は一律基準（人の健

康を損なうおそれのない量） が使用され、基準値を超えて農薬が 残留する食品（農産

物等）の流通が禁止となりま した。

このため、農薬の適正使用 はもちろんのこと、周りの圃場の作 物へ農薬が飛散（ド

リフト）しないように十分注 意してください。
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Ⅳ 予報本文

イネ

１ 穂いもち

発生量：平年並（ 前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、葉いもち の発生量は平年並であるが、南丹地 域で多発ほ場を認め

ている。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はいずれ も平年並と予想され

ている。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）上位葉へ進展した葉いも ちの病斑は、穂いもちの重要な伝染 源となる。

（２）穂ばらみから出穂後約３ 週間に、日照時間が少なく多雨多湿 であると発生が多く

なる。

（３）コシヒカリなど発病しや すい品種や、すでに葉いもちが多発 している田、山間部

などでは特に注意し、防除 適期に薬剤防除を実施する。

（４）粒剤は出穂前に使用時期 に注意し施用する。粉剤は出穂直前 から穂揃期に１回と

傾穂始めに１回、薬量が不 足しないように散布する。

（５）平成１６、１７年度の調 査で が 一部地域で確認されＭＢＩ－Ｄ剤耐性いもち病菌

たので、薬剤の選定にあた っては注意する。

ＭＢＩ－Ｄ剤：カルプロパ ミド（商品名：ウィンなど）、ジク ロシメット（商品名

：デラウスなど）、フェノ キサニル（商品名：アチーブなど）

２ 紋枯病

発生量：平年並～ やや多い（前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並～やや多い（＋）。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）早植栽培で発生が多く、 気温３０℃前後で多湿条件が続くと 多発する。

（２）例年発生の多いほ場や分 げつの多いほ場では発生が多くなる ので十分注意する。

（３）昨年多発したほ場では、 深水管理をしない。

（４）出穂２０日前の発病株率 が２０％以上であれば薬剤散布を行 う。粉・液剤は発病

部である葉鞘によく付着す るように株元を狙って散布する。な お、穂いもちとの同

時防除を考慮する。

３ ニカメイチュウ

発 生 量：平年 並（前年並）予報内容

発蛾最盛期：８月 第４半旬

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生を認 めていない。



- 5 -

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）６月中旬と８月中旬の年 ２回、成虫が発生する。

（２）６月に成虫となった第１ 世代幼虫による被害の目立ったほ場 、茎の太い品種やモ

チの作付田では発生しやす い。

（３）平坦部の野菜・チャ・イ チジク等栽培地域の常発地では注意 する。

４ セジロウンカ

発生量：平年並（ 前年比やや少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）海外からの飛来害虫であ る。

（２）成幼虫とも吸汁加害する ので、株当り１０匹以上の発生を認 めた場合は防除する。

なお、幼虫は株元に生息し ているので、薬剤が株元までかかる よう丁寧に散布する。

５ トビイロウンカ

発生量：平年並（ 前年並）予報内容

予報の根拠

（１）７月１６日に、京田辺市 の予察灯への飛来を認めた。

（２）７月中旬の巡回調査で、 発生を認めていない。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）海外からの飛来害虫であ る。

（２）株当たり５匹以上もしく は短翅虫を１０株当たり２匹以上認 めた場合は、直ちに

防除する。この場合、薬剤 が株元に十分かかるよう散布する。

６ ツマグロヨコバイ

発生量：平年並（ 前年並）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）穂ばらみ期から出穂期に 高密度であると吸汁による被害が生 じる。また、排泄物

により、すす病が発生する 。

７ 斑点米カメムシ類

発 生 量：平年比 多い（前年比やや多い）予報内容

防除時期：穂揃期 及び傾穂期

予報の根拠

（１）７月中旬現在、畦畔雑草 での発生量は平年比多い（＋）。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。
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発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）斑点米の発生を減らす観 点からは、カメムシ類を対象とした 薬剤による防除を、

穂揃期と傾穂期の２回行う ことが望ましい。

（２）水田周辺のカメムシ類生 息密度低下に畦畔の草刈りが有効で あるが、出穂に近づ

きすぎて行うと、カメムシ 類を水田に追い込み、かえって逆効 果となる。そのため

必ず出穂の１０日前までに 草刈り等を済ませる。

発生予察注意報第３号を参 照のこと。

８ コブノメイガ

発生量：平年並（ 前年比やや少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）海外からの飛来害虫であ る。

（２）晩植・多肥田やこれらの 水口付近、生育の遅いイネに集中飛 来するので注意する。

９ その他

（１）白葉枯病

ア 祭り晴は罹病しやすく 、暴風雨などが予想される時は深水 にするなど、極力葉

の損傷を少なくするよう 努める。

イ 窒素肥料の多用を避け るほか、茎立以降は露や濡れ葉状態 の時にはほ場に入ら

ないなど注意する。

（２）イネクロカメムシ

常発地近年、発生地域は拡大し つつあり、被害が増加しているので 発生地、特に

では注意する。

ダイズ

１ カメムシ類

発生量：平年並（ 前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月第３半旬現在、予察 灯への飛来数は平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）開花期直前から若莢着生 期に飛来し始める。

（２）ほ場周辺に雑草地などカ メムシ類の発生しやすい場所がある と、被害を受けやす

いので、早期発見に努める 。

（３）薬剤散布は若莢期から２ ～３回実施する。
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２ サヤムシガ類

発生量：平年比多 い（前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年比多い（＋）。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）年３～４回発生する。

（２）カメムシ類との同時防除 を考慮する。

３ ハスモンヨトウ

発生量：平年並（ 前年比やや少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月第３半旬現在、フェ ロモントラップへの誘殺数は平年並 。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）数百個の卵を塊状に産み つけ、ふ化した幼虫は若齢期（１～ ２齢）を集団で過ご

し、葉の表皮を残して裏側 を食害する。食害された葉は白く見 えることから白変葉

と呼ばれる。

（２）齢が進んだ幼虫は周囲に 分散し、かつ、薬剤の効力が著しく 低下するので、発生

初期の防除に留意する。

（３）ほ場を見回り早期発見に 努め、幼虫分散前の白変葉を取り除 く。

４ ハダニ類

発生量：平年並（ 前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）繁殖が早く、高密度にな ってからでは防除効果が劣る。

（２）晴天が続くと多発しやす いので注意する。

アズキ

１ ハスモンヨトウ

ダイズの項参照。なお、ダイ ズに比べ白変葉が見つけにくいので 注意する。

２ ハダニ類

ダイズの項参照。

３ アズキノメイガ、サヤムシガ 類、マメノメイガ

発生すると被害が大きく、防 除が難しい害虫なので、開花始めか ら防除を行う。
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果樹

１ ナシ 黒斑病

発生量：平年比少 ない（前年並）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年比少ない（－）。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）例年８月下旬から９月に かけて発生が増加するので、８月中 下旬までに防除する。

２ ブドウ べと病

発生量：平年並（ 前年並）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年比やや少ない（－）。

（２）７月中旬以降の曇雨天に より、丹後で発生が増加している（ ＋）。

（３）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）雨が多く、気温が低めに 経過すると多発しやすい。

（２）ハウス栽培では、過繁茂 を避け通風をよくする。

３ カキ 炭そ病

発生量：平年並（ 前年並）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生を認 めていない。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）カキノヘタムシガ、ハマ キムシなどの食害部から発病するこ とが多い。

４ カキ うどんこ病

発生量：平年並（ 前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

（２）８月の気温は平年並また は高く（－）、降水量、日照時間は ともに平年並と予想

されている。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）気温が低くて涼しい夏に は発病が進展する。
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５ カメムシ類（果樹全般）

発生量：平年比多 い（前年比多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月第３半旬現在、予察 灯への飛来数は丹後で平年比多く（ ＋）、山城、亀岡で

平年並。

（２）７月第３半旬現在、フェ ロモントラップへの誘殺数は例年並 。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）果実被害は園により大き く異なる。特に、山林等の隣接園で は注意する。

（２）収穫が近いものも多いた め、農薬の使用にあたっては使用基 準を厳守する。

（３）合成ピレスロイド系薬剤 を連用するとカイガラムシ類やハダ ニ類の発生が増える

ことがある。

６ ハダニ類（ナシ、カンキツ、 ブドウ）

発生量：平年比や や多い（前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は ナシで平年比やや多く（＋）、カン キツ、ブドウで多い

（＋）。

（２）７月中旬の曇雨天により 、発生密度が低下している（－）。

（３）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）盛夏期は増加するので注 意する。

（２）合成ピレスロイド系薬剤 を連用すると、ハダニ類が多発する 場合があるので注意

する。

７ カキノヘタムシガ

８月に発生する第２世代幼虫 による被害が大きいので、８月上中 旬に防除する。

チャ

１ もち病

発 生 量：山城 平年比やや多い（前年比やや多い）予報内容

丹波 平年並（前年並）

防除適期：新芽伸 育期

予報の根拠

（１）７月中旬現在、山城で平 年比やや多く（＋）、丹波では発生 を認めていない。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）病斑上に形成された担子 胞子が風雨で飛散し、新芽に感染す る。

（２）山間地で発生が多い。
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２ 炭そ病

発 生 量：平年比 やや少ない予報内容

（山城：前年比やや少ない 丹波 ：前年比やや多い）

防除適期：新芽伸 育期

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年比やや少ない（－）。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）伝染源は、摘採されずに 残った前茶期の病葉である。

（２）本病が感染するのは新葉 に限られ、新芽生育期に降雨が続く と発生が多くなる。

３ チャノコカクモンハマキ

発 生 量：山城： 平年並（前年比少ない）予報内容

丹波：平年比やや多い（前 年比やや少ない）

発生時期：第３世 代幼虫ふ化期

山城：８月第３～４半旬（ 平年並）

丹波：８月第５半旬～９月 第１半旬（ ）平 年 比 遅 い

予報の根拠

（１）７月中旬現在、第２世代 の発生量は山城で平年並、丹波で平 年比やや多い（＋）。

（２）７月第３半旬現在、フェ ロモントラップへの誘殺盛期は宇治 で平年並、綾部で平

年比遅かった。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）通常、４回世代を繰り返 し、第２世代成虫が７月下旬～８月 上中旬に発生し産卵

する。

（２）ふ化した幼虫は成長する と、葉を綴って食害するようになり 、薬剤がかかりにく

くなるので、ふ化直後の若 齢幼虫期の防除が効果的である。

４ チャノホソガ

発 生 量：平年並 （前年比やや少ない）予報内容

（ 平 年 比 や や 遅 い ）発生時期：第４世 代幼虫ふ化期 山城：８月第５～６ 半旬

（ 平 年 比 や や 早 い ）丹波：８月第３～４ 半旬

予報の根拠

（１）７月中旬現在、第３世代 幼虫の発生量は平年並。

（２）７月第３半旬現在、フェ ロモントラップへの誘殺盛期は宇治 で平年比やや遅く、

綾部でやや早かった。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）通常、５回世代を繰り返 し、第３世代成虫が８月上中旬に発 生し産卵する。

（２）卵は３～７日でふ化し、 新芽を加害する。

（３）鋏摘み園の防除適期は、 三番茶芽の第２葉開葉期である。
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５ カンザワハダニ

発生量：山城 平 年比多い（前年比多い）予報内容

丹波 平 年並（前年並）

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 山城で平年比多く（＋）、丹波で平 年並。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）繁殖力は１０～３０℃の 範囲で高温の時ほど高いが、降雨に より増殖が抑制され

る。

６ チャノミドリヒメヨコバイ

発 生 量：平年並 （山城 前年並、丹波 前年比少な い）予報内容

防除適期：新芽伸 育期

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）主に新梢を加害し、新芽 の被害症状は黄化、萎縮、葉先の褐 変、黒変等である。

７ チャノキイロアザミウマ

発 生 量：山城 平年比やや多い（前年並）予報内容

丹波 平年比多い（前年並）

防除適期：新芽伸 育期

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 山城で平年比やや多く（＋）、丹波 で平年比多い（＋）。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）主に二番茶以後に増加し 、夏秋芽を吸汁加害する。

（２）多雨により発生は減少す るが、生息密度が高いと多少の雨で は影響が小さい。

（３）発生の多い園では、三番 茶芽の萌芽期と第１葉開葉期に２回 防除を行うと効果が

高い。

野菜

１ うどんこ病（果菜類）

発生量：平年並～ やや多い（前年並）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

（２）普及センター及び病害虫 調査協力員の７月の病害虫発生状況 報告によると、うど

んこ病の発生が多い（＋） 。
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（３）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）窒素肥料の過用を避け、 茎葉が繁茂し過ぎないようにする。

（２）トウガラシ類では、ハダ ニ類の被害と類似しており判断がつ きにくいので十分注

意する。

２ べと病（キュウリ）

発生量：平年並（ 前年比やや少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年比やや多い（＋）。

（２）８月の気温は平年並また は高く（－）、降水量、日照時間は ともに平年並と予想

されている。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）病原菌は多湿条件を好み 、侵入やまん延には水分が必要であ る。

（２）肥切れしたり草勢が衰え ないように肥培管理に注意する。

３ 褐斑病（キュウリ）

発生量：平年並（ 前年比少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生を認 めていない。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）病原菌の発病適温は２５ ～３０℃である。

（２）一度発生したほ場では、 毎年発生がみられることが多い。

４ 炭そ病（キュウリ）

発生量：平年比や や多い（前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年比やや多い（＋）。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）夏秋作に発生しやすいの で注意する。

窒素肥料の過用を避ける 。（２）

５ 斑点細菌病（トウガラシ、キ ュウリ）

発生量：平年比や や少ない（前年比やや少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生を認 めていない。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。
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発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）降雨等により病原細菌が 飛散し、果実及び葉の気孔等から入 って発病する場合が

多い。

（２）曇雨天が続くと急速にま ん延するので、気象の変化に注意す る。

（３）発生してからでは防除が 困難となるので、予防防除が重要で ある。

６ ハダニ類（チャノホコリダニ を含む）

発生量：平年比や や少ない（前年比やや少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年比やや少ない（－）。

（２）８月の気温は平年並また は高く、降水量、日照時間はともに 平年並と予想されて

いる。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）薬剤が葉裏や生長点にか かるよう丁寧に散布する。

（２）ハダニ類は薬剤に対する 抵抗性が生じやすいので注意する。

雨よけ栽培では発生しや すいので十分注意し、発生初期の防 除に留意する。（３）

７ ハモグリバエ類（トマト、キ ュウリ、ナス）

発生量：平年並（ 前年比やや少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）トマトハモグリバエは、 ８月以降多発する傾向がある。

（２）トマト等抑制栽培で購入 苗を使用する場合には、葉等に寄生 していないことを確

認する。

（３）施設栽培では、開口部に ０．８ｍｍ目合いの防虫ネットを張 る。

（４）黄色粘着ロールをハウス 周囲及び開口部に展張する。

（５）発生を認めたら被害葉を 取り除き、発生初期の防除に留意す る。

（６）施設マルチ栽培では、マ ルチ上に落ちた蛹を掃き集めて処分 する。

８ アザミウマ類（果菜類）

発生量：平年並（ 前年並）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）アザミウマ類には直接加 害するだけでなく、ウイルス病を媒 介するものもいる。

（２）雨よけ栽培では発生が多 くなるので注意する。

９ ネギアザミウマ（ネギ）

発生量：平年並（ 前年比やや少ない）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項
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（１）年間、１０世代以上くり 返し、葉の表層を食害、かすり状の 食害痕を残す。

（２）葉鞘分岐部や葉折れの内 側に多く寄生する。

１０ ネギハモグリバエ（ネギ）

発生量：平年並（ 前年比やや多い）予報内容

予報の根拠

（１）７月中旬現在、発生量は 平年並。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）幼虫が葉肉部分を加害し 、白い筋状の食害痕を残す。

１１ ハスモンヨトウ

ダイズの項参照。

１２ トマト黄化葉巻病

トマト黄化葉巻ウイルス（ TYLCV： Tomato Yellow Leaf Cur l Virus）の感染に

より引き起こされる病気であ る。昨年１２月に府南部のハウス栽 培トマトで発生が確

認された。

病害虫防除所および普及セ ンターによる調査では、４月以降発 生を認めていないが、

今後とも注意が必要である。

発生生態及び防除上注意すべき 事項

（１）タバココナジラミ類を介 して伝染するので、発生状況に注意 する。

（２）苗を購入する時は、コナ ジラミ類が寄生していないか、先端 部の葉が黄色くなっ

て表側が巻いていないかを 確認し、健全な苗を植え付ける。

（３）発病した株については抜 き取り、袋に入れて密封して枯死さ せるか土中に埋めて

処分する。

（４）野良ばえトマトも重要な 伝染源とるので、自生したトマトは 除去する。

（５）開口部（サイド、出入口 、天窓等）すべてを０．４ｍｍ目合 いの防虫ネットで被

覆する。出入口は２重に被 覆する。

（６）黄色粘着ロールをハウス 周囲及び開口部に展張する。

（７）近紫外線カットフイルム を使用する。

（８）コナジラミ類に対する発 生初期の防除を徹底する。薬剤で防 除する場合は、

葉裏までていねいに散布す る。

（９）同一系統の薬剤の連用は 薬剤感受性の低下につながるため、 ローテーション防除

を実施する。

（ 10）天敵や微生物農薬を有効 利用する。

（ 11）ラノーテープを使用する 場合は、定植直後から使用する。

（ 12）黄色粘着板を吊り下げて 、コナジラミの発生を把握する。

１月４日付特殊報第３号及 び２月２４日付資料「トマト黄化葉 巻病について」

を参照のこと
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１３ タバココナジラミ類

タバココナジラミ類は世界 中に分布し 、多くのバイオタイプ（ 形態的な区別が難し

く、遺伝的、生物学的に異な る系統）が存在する。国内では在来 系統（バイオタイプ

不明）、バイオタイプＢ（従 来のシルバーリーフコナジラミ）、 バイオタイプＱが確

認されている。

農業総合研究所と病害虫防 除所が行ったコナジラミ類分布調査 では、タバココナジ

ラミ類は京都市以南の地域に 生息していることが分かった。 また 、今年に入って、バ

イオタイプＱが府内で初めて 確認された。

タバココナジラミ類は、従 来から薬剤感受性が低く難防除害虫 といわれており、総

合的な防除対策（トマト黄化 葉巻病参照のこと）が必要である。

４月 ２７日付特殊報第 １号を参 照のこと 。

１４ オオタバコガ ､タバコガ ､シ ロイチモジヨトウ

発生すると大きな被害にな るので注意する。

オオタバコガ及びタバコガ は果実に食入すると、またシロイチ モジヨトウは齢が進

むと、薬剤の効力が低下する ので、早期発見に努め、食入前及び 若齢期の防除に留意

する。

１５ カメムシ類（トマト、ナス 、トウガラシ、インゲン等）

周囲に雑草地やダイズなど カメムシ類の発生しやすいほ場があ ると、被害を受けや

すいので、早期発見に努める 。

※病害虫防除 については、病 害虫防除所・最 寄りの農業改良普 及センター又は 農協に

ご相談くださ い。

また、調査結 果については防 除所ＦＡＸサー ビス（0771-23-6539） をご利用

下さい。

詳しい農薬情報は、農林水産 省ホ－ムペ－ジの「農薬コ－ナ－」 をご覧下さい。

ホームページアドレス http://www.maff .go . jp/nouyaku /
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農業改良普及センター 電話番号一覧

・京都乙訓 農業改良普 及センター ０７５－３１５－２ ９０６

・山 城 北 農業改良普 及センター ０７７４－６２－８ ６８６

・山 城 南 農業改良普 及センター ０７７４－７２－０ ２３７

・南 丹 農業改良普 及センター ０７７１－６２－０ ６６５

・中 丹 東 農業改良普 及センター ０７７３－４２－２ ２５５

・中 丹 西 農業改良普 及センター ０７７３－２２－４ ９０１

・丹 後 農業改良普 及センター ０７７２－６２－４ ３０８

農作 物病害虫情報サ－ビス

・テ レ ホ ン サ ー ビ ス

０７７１－２３－６４４２

・Ｆ Ａ Ｘ サ ー ビ ス

０７７１－２３－６５３９

・ホームページ アドレス

http ://www.pref.kyoto.jp/byogai/

京都府病害虫防除所

〒 621－ 0806 京都府亀岡市余部町 和久成９

TEL 0771- 23-9512

FAX 0771- 23-9513


